
赤
城
山
に
二
輪
車
博
物
館

②
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

¬∀

⇔
⇔
⇔
⇔

⇒¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬∨
⇔
⇔
⇔
⇔
∃ ¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬¬

伊香保おもちゃと
人形自動車博物館長 横田 正弘さん ❼

失
敗
に
終
わ
っ
た

赤
城
二
輪
車
博
物
館

の
看
板

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
た
古
い
オ
ー

ト
バ
イ
を
公
開
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
募
り
、
１
９
８
３
年
に
当

時
の
富
士
見
村
の
赤
城
山
中
腹
に

「
赤
城
二
輪
車
博
物
館
（
ア
カ
ギ

・
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
）
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

建
坪
約
１
６
０
平
方
㍍
の
館
内

に
約

台
を
ぎ
っ
し
り
並
べ
た
。

日
本
製
バ
イ
ク
躍
進
の
立
役
者
と

な
っ
た
「
ホ
ン
ダ
Ｃ
Ｂ
７
５
０
Ｆ

Ｏ
Ｕ
Ｒ
」
や
「
ナ
ナ
ハ
ン
・
キ
ラ

ー
」
と
呼
ば
れ
た
「
ヤ
マ
ハ
Ｒ
Ｚ

３
５
０
」
な
ど
、
わ
れ
な
が
ら
か

な
り
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
だ
と
思
っ

て
い
た
。

自
己
顕
示
欲
と
い
う
よ
り
も
、

古
い
バ
イ
ク
の
魅
力
を
広
め
て
、

同
好
の
士
と
交
流
し
た
か
っ
た
。

そ
の
上
で
利
益
も
得
ら
れ
れ
ば
と

い
う
皮
算
用
だ
っ
た
。

当
時
は
空
前
の
バ
イ
ク
ブ
ー
ム

で
若
者
の
人
気
が
最
高
潮
。
「
こ

れ
だ
け
の
名
車
を
集
め
れ
ば
必
ず

人
気
施
設
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
考

え
た
。
と
こ
ろ
が
客
足
が
伸
び
悩

み
、
経
営
は
赤
字
す
れ
す
れ
の
状

態
が
続
い
た
。

今
か
ら
思
う
と
理
由
は
た
く
さ

ん
あ
る
。
本
当
は
交
通
量
の
多
い

県
道
沿
い
に
建
て
た
か
っ
た
の
だ

が
、
資
金
不
足
か
ら
ア
ク
セ
ス
の

悪
い
土
地
で
妥
協
し
て
し
ま
っ

た
。
看
板
を
目
立
つ
場
所
に
立
て

ら
れ
ず
、
効
果
的
な
広
告
も
打
た

な
か
っ
た
。

な
に
よ
り
、
若
か
っ
た
私
は
自

分
が
大
好
き
な
も
の
は
他
人
も
大

好
き
だ
ろ
う
と
思
い
込
ん
で
い

た
。
こ
の
博
物
館
は
自
己
満
足
に

終
始
し
、
来
館
者
を
喜
ば
せ
る
と

い
う
発
想
を
全
く
欠
い
て
い
た
。

博
物
館
は
４
年
ほ
ど
で
閉
館
し

た
。
高
い
授
業
料
だ
っ
た
が
、
博

物
館
経
営
の
生
き
た
教
訓
を
得
ら

れ
た
。
私
も
日
曜
に
チ
ケ
ッ
ト
売

り
場
に
立
ち
、
じ
か
に
来
館
者
に

触
れ
合
え
た
こ
と
も
大
き
な
勉
強

に
な
っ
た
。

こ
の
失
敗
が
、
今
の
私
と
今
の

博
物
館
を
つ
く
っ
た
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
。

見通し甘く４年で閉館

【
プ
レ
ー
バ
ッ
ク
】
企
業
誘
致
の
受
け
皿
不
足
を
解
消
す

る
た
め
、
県
は
市
町
村
と
と
も
に
合
計
百
五
十
㌶
以
上
の
工

業
団
地
造
成
を
早
急
に
進
め
る
。
北
関
東
道
沿
線
を
中
心
に

複
数
箇
所
に
造
成
、
在
庫
を
増
や
し
、
進
出
企
業
の
さ
ま
ざ

ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
。

（
２
０
０
８
年
６
月

日
付
上
毛
新
聞
）

「
な
ん
と
言
っ
て
も
交
通
ア

ク
セ
ス
が
い
い
。
工
場
に
必
要

な
水
が
潤
沢
な
こ
と
も
決
め

手
」
。
伊
勢
崎
宮
郷
工
業
団
地

（
伊
勢
崎
市
）

に
進
出
す
る
自

動

車

部

品

製

造
、
サ
カ
エ
理

研
工
業
（
愛
知

県
）
は
同
団
地
を
選
ん
だ
理
由

を
こ
う
説
明
す
る
。
ト
ヨ
タ
や

ホ
ン
ダ
、
日
産
と
取
引
が
あ
る

部
品
大
手
で
、
茨
城
県
や
埼
玉

県
か
ら
も
誘
わ
れ
て
い
た
と
い

う
。伊

勢
崎
は
製
造
品
出
荷
額
が

太
田
に
次
ぐ
県
内
２
番
目
の
工

業
都
市

国
道

号
上
武
道
路

や
国
道
３
５
４
号
バ
イ
パ
ス

東
毛
広
域
幹
線
道
路

北
関

東
道
が
接
続
す
る
交
通
網
が
評

価
さ
れ

企
業
進
出
が
好
調
だ

２
年
前
に
分
譲
受
け
付
け
を
始

め
た
ば
か
り
の
同
団
地
は
全

㌶
が
完
売
す
る
見
通
し
だ

「
景
気
の
好
転
も
あ
る
。
三

和
の
時
は
バ
ブ
ル
後
で
苦
労
し

た
」
と
市
の
担
当
者
。
完
売
ま

で

年
以
上
か
か
っ
た
伊
勢
崎

三
和
工
業
団
地
と
の
違
い
に
驚

く
。安
倍
政
権
の
経
済
政
策「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
で
円
安
と
株
高

が
進
み
、
大
企
業
を
中
心
に
業

績
が
回
復
し
た
影
響
が
大
き
い

と
分
析
す
る
。

た
だ
、
宮
郷
工
業
団
地
が
完

売
す
れ
ば
、
団
地
の
在
庫
は
な

い
。
県
が
造
成
候
補
地
を
選
定

し
た
が
、
具
体
化
に
は
時
間
が

か
か
る
。
進
出
し
た
企
業
か
ら

「
も
っ
た
い
な
い
。
群
馬
は
も

っ
と
多
く
の
企
業
が
集
ま
る
能

力
が
あ
る
の
に
」
と
の
声
が
聞

か
れ
る
。

一
方
、
市
内
の
中
小
企
業
に

景
気
回
復
の
実
感
は
少
な
い
。

自
動
車
パ
イ
プ
加
工
会
社
の
男

性
社
長

は
「
二
次
下
請
け

以
下
は
生
か
さ
ず
殺
さ
ず
。
メ

ー
カ
ー
の
コ
ス

ト
要
求
は
高
く

な
る
し
、
景
気

が
良
く
な
っ
て

も
中
小
零
細
は

変
わ
ら
な
い
」
と
こ
ぼ
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
部
品
製
造
を

手
掛
け
る
会
社
の
男
性
社
長

も
「
モ
ノ
は
動
く
よ
う
に

な
っ
た
が
、
下
請
け
は

品
受

け
て
全
体
で
利
益
を
確
保
で
き

る
か
ど
う
か
。
自
分
で
努
力
し

な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な
い
」
と

強
調
す
る
。
「
中
小
企
業
を
後

押
し
す
る
政
策
に
期
待
し
た

い
」
と
政
党
、
立
候
補
者
の
主

張
に
注
目
す
る
つ
も
り
だ
。 自動車部品などを手掛ける伊勢崎市内の工場

仕事は増えたが 利益確保に苦労している
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５
年
目
と
な
る
起
業
家
発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト

群
馬
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ワ
ー
ド

Ｇ
Ｉ

Ａ

２
０
１
７

の
エ
ン
ト
リ
ー
が
９
月
末
で

締
め
切
ら
れ
た

エ
ン
ト
リ
ー
総
数
は
前
年

の
１
・
５
倍
の
１
８
５
件
で

過
去
最
多
を
更

新
し
た

慶
応
大
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス

Ｓ

Ｆ
Ｃ

と
連
携
し
た
起
業
家
育
成
策
の
導
入

に
よ
り

高
校
生
の
応
募
が
大
幅
に
増
え
た

地
方
再
生
や
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
意

欲
的
な
プ
ラ
ン
が
目
立
つ
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起
業
家
発
掘

高
校
生

前
年
の

倍

エコパーク登録
活動を広げて
みなかみで記念式典

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に
６

月
登
録
さ
れ
た
み
な
か
み
町
は

３
日
、
町
内
で
登
録
記
念
式
典

を
開
い
た
。
日
本
ユ
ネ
ス
コ
国

内
委
員
会
Ｍ
Ａ
Ｂ
（
人
間
と
生

物
圏
）
計
画
分
科
会
の
磯
田
博

子
主
査
が
、ユ
ネ
ス
コ
本
部（
フ

ラ
ン
ス
）
か
ら
届
い
た
登
録
認

定
証
を
岸
良
昌
町
長
に
手
渡
し

た
。

式
典
で
、
磯
田
主
査
は
「
登

録
が
終
点
で
は
な
い
。
特
徴
あ

る
取
り
組
み
を
さ
ら
に
推
進

し
、
世
界
の
エ
コ
パ
ー
ク
の
一

員
と
し
て
活
動
の
場
を
広
げ
て

ほ
し
い
」
と
激
励
し
た
。
岸
町

長
は
「
こ
れ
ま
で
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
全
て
の
人
が
登
録
へ

の
功
労
者
。
こ
れ
を
次
の
発
展

の
機
会
と
し
た
い
」と
述
べ
た
。

登
録
エ
リ
ア
が
ま
た
が
る
新

潟
県
側
の
田
村
正
幸
湯
沢
町
長

を
は
じ
め
、
魚
沼
、
南
魚
沼
両

市
や
国
の
行
政
機
関
、
地
元
商

工
会
、
観
光
協
会
、
区
長
会
な

ど
の
関
係
者
約
１
５
０
人
が
出

席
し
、登
録
を
改
め
て
祝
っ
た
。

町
の
自
然
環
境
や
生
物
多
様

性
の
保
護
に
取
り
組
む
５
団
体

が
活
動
発
表
し
た
ほ
か
、
み
な

か
み
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
、

谷
川
岳
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど

を
紹
介
す
る
展
示
も
行
わ
れ

た
。

12
月
に
公
開
最
終
審
査
会

内
訳
は

起
業
や
第
二
創
業

を
目
指
す

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

部
門

の
う
ち

高
校
生
の
部
が

前
年
の
３
・
８
倍
の
１
０
５
件

で

大
学
生
・
専
門
学
校
生
の
部

が

件

一
般
の
部
が

件

創

業
５
年
未
満
が
対
象
の

ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
部
門

は

件

創

業
５
年
以
上
の

イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
部
門

は
７
件
だ
っ
た

Ｉ
Ｔ
や
人
工
知
能
を
用
い
た

ア
イ
デ
ア
や
県
産
品
を
生
か
し

た
地
域
活
性
化
策
な
ど

内
容

は
多
彩
だ

エ
ン
ト
リ
ー
総
数

は
２
０
１
３
年
の
初
開
催
か
ら

４
年
連
続
で
増
加
し
た

今
回
か
ら
高
校
生
の
入
賞
者

は
Ｓ
Ｆ
Ｃ
の
ゼ
ミ
で
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
を
磨
き

米
国
・
シ
リ
コ

ン
バ
レ
ー
研
修
に
参
加
で
き

る

こ
う
し
た
経
験
は

Ｓ
Ｆ
Ｃ

の
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ

ス

Ａ
Ｏ

入
試
で
ア
ピ
ー
ル
ポ

イ
ン
ト
に
な
る

Ｓ
Ｆ
Ｃ
に
進

学
し
た
場
合

田
中
仁
財
団
が

奨
学
金
を
提
案
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援
す
る

金
融
機
関

フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

サ
ポ
ー
タ
ー

社
が
今
月
中

旬
ま
で
に
書
類
審
査
を
す
る

通
過
者
は

日
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
審
査
で

公
開
最
終

審
査
会

フ
ァ
イ
ナ
ル
ス
テ
ー

ジ

月
２
日
・
ヤ
マ
ダ
グ
リ
ー

ン
ド
ー
ム
前
橋

に
進
む

件

に
絞
ら
れ
る
予
定

Ｇ
Ｉ
Ａ
は
上
毛
新
聞
社
が
主

催

ジ
ン
ズ
の
田
中
仁
社
長

コ

シ
ダ
カ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の

腰
高
博
社
長

相
模
屋
食
料
の

鳥
越
淳
司
社
長

オ
ー
プ
ン
ハ

ウ
ス
の
荒
井
正
昭
社
長
ら
で
つ

く
る
実
行
委
員
会
と

の
パ

ー
ト
ナ
ー
企
業

フ
ィ
ナ
ン
シ

ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
が
中
心
と
な

っ
て
実
施
し
て
い
る
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磯田主査 右 から認定証を

受け取る岸町長

２
０
１
７
年
の
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
賞
が
発
表
さ
れ
た
３
日
、

受
賞
し
た
米
国
人
研
究
者
と
親

交
の
あ
る
東
大
大
学
院
ビ
ッ
グ

バ
ン
宇
宙
国
際
研
究
セ
ン
タ
ー

教
授
の
横
山
順
一
さ
ん

‖

富
岡
市
出
身
‖
ら
が
東
大
で
記

者
会
見
し
、
「
尊
敬
す
る
研
究

者
が
受
賞
し
、う
れ
し
く
思
う
」

と
祝
福
し
た
。

会
見
に
は
同
セ
ン
タ
ー
准
教

授
の
キ
ッ
プ
・
カ
ノ
ン
さ
ん
、

年
の
同
賞
受
賞
者
で
東
大
宇

宙
線
研
究
所
長
の
梶
田
隆
章
さ

ん
ら
が
出
席
。
重
力
波
を
初
検

出
し
た
意
義
や
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

日
本
の
重
力
波
望
遠
鏡
「
か

ぐ
ら
」
（
岐
阜
県
飛
騨
市
）
が

来
春
に
も
稼
働
し
、
観
測
が
本

格
化
す
る
見
通
し
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
加
わ
っ
て
い
る
横
山
さ

ん
は
「
重
力
波
を
捉
え
る
新
た

な
観
測
手
法
が
さ
ら
に
新
た
な

発
見
に
つ
な
が
る
は
ず
」
と
期

待
を
寄
せ
た
。

横
山
さ
ん
は

日
に
前
橋
市

内
で
行
わ
れ
る
上
毛
新
聞
創
刊

１
３
０
周
年
記
念
式
典
で
記
念

講
演
を
行
う
。

石
綿
被
害
の

人
に

国
賠
訴
訟
促
す
通
知

厚
労
省

厚
生
労
働
省
は
３
日
ま
で

に
、
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
を

扱
う
工
場
で
働
い
て
健
康
被
害

を
受
け
、
国
家
賠
償
を
受
け
ら

れ
る
可
能
性
の
あ
る
約
２
３
０

０
人
を
対
象
に
、
国
賠
訴
訟
を

促
す
通
知
を
送
る
と
発
表
し

た
。
群
馬
労
働
局
が
労
災
認
定

し
た
３
人
に
は
今
週
中
に
も
賠

償
の
要
件
な
ど
を
記
し
た
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
送
付
す
る
。

対
象
は
、
１
９
５
８
年
５
月

〜

年
４
月
に
石
綿
工
場
で
働

き
、
中
皮
腫
な
ど
の
石
綿
関
連

疾
患
で
労
災
認
定
さ
れ
る
な
ど

し
た
が
、
ま
だ
訴
訟
を
起
こ
し

て
い
な
い
人
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

は
被
害
者
本
人
や
遺
族
に
送

る
。現

時
点
で
名
前
や
住
所
が
分

か
っ
て
い
る
の
は
約
２
３
０
０

人
の
う
ち
約
７
６
０
人
。
住
所

の
分
か
ら
な
い
人
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
調
査
し
判
明
次
第
、

送
付
す
る
。

国
の
賠
償
責
任
が
確
定
し
た

「
泉
南
ア
ス
ベ
ス
ト
訴
訟
」
最

高
裁
判
決
か
ら
約
３
年
と
な
る

が
、
提
訴
者
が
増
え
ず
被
害
者

の
救
済
が
な
か
な
か
進
ま
な
い

こ
と
を
受
け
た
措
置
。
国
が
個

別
に
国
家
賠
償
を
促
す
の
は
異

例
と
い
う
。

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の
救

済
活
動
を
し
て
い
る
大
阪
ア

ス
ベ
ス
ト
弁
護
団
ら
４
団
体

は
、
４
、
５
の
両
日
、
無
料
の

全
国
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
１
１
７

・
５
５
４
）
を
開
設
す
る
。
両

日
と
も
午
前

時
〜
午
後
７

時
。

富岡出身の横山・東大大学院教授

物理学賞受賞を祝福

秋
の
交
通
安
全
運
動

期
間
中
の
死
者
２
人

県
警
ま
と
め

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期

間
中
（
９
月

〜

日
）
に
県

内
で
交
通
事
故
で
死
亡
し
た
の

は
、
昨
年
と
同
数
の
２
人
だ
っ

た
こ
と
が
３
日
ま
で
に
、
県
警

の
ま
と
め
で
分
か
っ
た
。

日
朝
に
沼
田
市
の
関
越
道

下
り
線
で
、
渋
川
市
の
男
性
会

社
員

の
乗
用
車
が
、
路
肩

の
り
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
橋

桁
に
衝
突
し
、
男
性
が
死
亡
し

た
。

日
朝
に
は
沼
田
市
の
県

道
で
、
ツ
ー
リ
ン
グ
中
の
男
性

会
社
員

千
葉
県

の
大

型
バ
イ
ク
が
ト
ラ
ッ
ク
と
乗
用

車
に
相
次
い
で
衝
突
し
、
男
性

は
亡
く
な
っ
た
。

県
内
の
死
者
数
は
１
日
現
在

で
、
昨
年
同
期
よ
り

人
多
い

人
。
交
通
企
画
課
は
「
薄
暮

時
間
帯
を
中
心
に
、
引
き
続
き

街
頭
活
動
や
取
り
締
ま
り
を
強

化
す
る
」
と
し
て
い
る
。

警
察
庁
に
よ
る
と
、
秋
の
期

間
中
の
全
国
の
死
者
は
昨
年
よ

り
９
人
少
な
い

人
。
記
録
が

あ
る
１
９
５
４
年
以
降
、
最
少

だ
っ
た
。

記者会見する梶田さんと横山さん 右
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